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研究成果の概要（和文）：沖縄語には明治期以来の研究の蓄積があるが、外国語教育の方法にもとづいて語彙や文型を
整理して学習するための教科書はまだ存在しない。本研究では、日本語教育の方法論を用いた文型積み上げ式の初級沖
縄語教材を開発した。名詞文から始まり、身につけやすいものから複雑なものへと、既習の学習項目の上に積み上げて
いく形で文法事項を学習するように配慮した。沖縄語と日本語との共通性から、名詞文、形容詞文や動詞文の順で提出
し、活用形、ヴォイスや待遇表現（敬語）までの流れを考慮してテキストを作成した。ただし、主題の形、動詞活用、
指示語の用法など沖縄語と日本語とで異なる部分については提出順序や説明などを工夫した。

研究成果の概要（英文）：Although the Okinawan language has great accumulation of researches since the 
Meiji period, adequate textbooks to learn the vocabulary and sentence patterns of this language, based on 
the method of foreign language education does not yet exist . In this study, I selected a sentence 
pattern type in elementary Okinawan education, using the methodology of the Japanese pedagogy . Beginning 
from the noun sentence, I figured out sequence of sentence patterns　from easy to learn into something 
complex . But since some Okinawan's grammatical categories are different from those of Japanese, for 
example, making topic form of nouns, verb conjugation or meanings of the demonstrative, I changed the 
order of showing the grammatical categories, and figured out explanations of meaning in some grammatical 
items.
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１．研究開始当初の背景 
 ユネスコ（国連教育科学文化機関）が 2009
年 2月に発表した“世界消滅言語地図”には
世界の言語のうちの 3000 語が「消滅の危機
に瀕した言語」として挙げられているが、こ
の中に日本国内に存在する言語であるアイ
ヌ語（北海道），八重山語，与那国語，沖縄
語，国頭語，宮古語（以上沖縄県），奄美語
（鹿児島県），八丈語（東京都）が含まれて
いる。 
県内に５つもの「危機言語」をもつ沖縄県
もこの事態には以前から気づいており、既に
2006年 3月に「しまくとぅば（「島言葉」＝
各地域にみられる方言）の日に関する条例」
を制定し方言の保存に積極的な姿勢を示し
ているものの、保存・継承のための教育が十
分に成功しているとは言い難いとの報告も
なされている。 
そのような危機言語のひとつである沖縄
語（沖縄中南部方言）の学習が困難である原
因の一つとして、教科書をはじめとする教
材・教授法の不備があげられる。 
これまで、沖縄語は、各地の初等教育で継
承教育の試みがなされてきているが、それら
は一部の熱心な教師や地域の篤志家による
ものであり、単語や発音の特徴の一部を教え
る、または挨拶言葉などの断片的な知識の伝
授をするにすぎず、方言劇の上演など学習者
が一見流暢に話せるように見えても、実は目
標言語のセリフの丸暗記が中心であること
が多いといわれる。また沖縄県内の大学など
高等教育の場で沖縄語の授業が開講される
ことがあるが、シラバスを見る限りでは日本
語教育などこれまで蓄積のある言語教育の
方法論が適用されたものではなかった。 
教科書などを見ても、沖縄語の研究には明
治期からの蓄積があるが、教科書や学習所に
着いて言えば、現在流通している沖縄語の教
科書は、学校文法に基づいた項目の羅列であ
ったり、独自に考案した文字の普及を目的と
するものであったりして、外国語（第二言語）
教育の方法論に基づくやり方でこの言語を
システマティックに学べる教科書は存在し
ない。 
上記のようなことを勘案し、日頃から採択
者が長年携わっている日本語教育で実践さ
れてきた方法論を用いれば、沖縄語の体系的
な教科書の作成が可能ではないかとの着想
に至った。実際、日本語は沖縄語と系統関係
が証明されている唯一の言語であり、文法や
語彙に共通点が多く、日本語教育の方法論を
応用することにより、体系的な沖縄語教育の
教授法・教材作成が可能であり、学習の効率
を高めることが出来るのではないかという
ことが考えられた。 
 外国語（あるいは第二言語）教育としての
日本語教育には、近代以降に話を限っても、
19 世紀末頃からの実践があり、早い時期に対
訳法にかわって直接法による教授が行われ、
さらに既に戦前から直接法をどのように行

うかについての論議が戦わされるなど多く
の研究・実践の蓄積がある。 
戦後もその方法は受け継がれ、オーディ
オ・リンガル・メソッド、80 年代後半以降の
コミュニカティブ・アプローチの興隆などさ
まざまな教授法の流れが存在するが（近年は
CEFR[ヨーロッパ言語共通参照枠)]に影響を
受けた日本語教育の「スタンダーズ」がいく
つか提案され、コースデザインの作成やシラ
バスの見直しなどが盛んに行われている）、
現在日本国内で行われている初級日本語教
育でも、媒介語を（可能な限り）用いない直
接法での教授が主流となっていることは変
わっていないといえるだろう。本研究では初
級の沖縄語を文型積み上げ型で教授する教
材を作成することを目標としている（大学で
の 1 年間［前期・後期、90 分×30 回］の授
業、また教室での実際の授業にはコミュニカ
ティブな手法を取りいれることを想定した）。
教室内での使用言語を目標言語（本研究にお
いては沖縄語）にすることにより、沖縄語で
コミュニケーションする力（文法力、社会言
語能力、談話能力）を向上させることができ
ることとともに、文型積み上げ型であること
で、学習者の状況に沿った形で教材を修正し
て使用すること（たとえば初等教育など利用
できる時間数が制限されていて、作成した教
科書の最初の数課分のみの学習時間しかな
い場合でも、そこまでの課で学習したことは
話せるようになる）が可能なことである。こ
の教材の開発により沖縄語の継承教育に新
たな道が開かれることが期待された。  

 
 
２．研究の目的 
 本研究は沖縄語教育に日本語教育の方法
論を適用して、体系的な教授・学習のための
シラバスを構築し、それにもとづいた初級沖
縄語教科書（文法解説書を含む）を開発する
ことで、危機言語である沖縄語の継承に資す
ることを目的とした（なお作成する教材は日
本語を第一言語とする大学生を対象とし、1
年間の授業[前期・後期]で使用することを想
定したものとした）。 
 
３．研究の方法 
(1)データベース作成 
初級沖縄語教科書の文型策定の資料とする
ため、これまで行われてきた沖縄語の研究、
特に文法についての項目を一覧できるよう
にデータベースを作成した。初級教科書の作
成が目的であるため、初級日本語教科書の文
型も入力し、沖縄語と日本語との文法項目が
どのように対応しているか（あるいは対応し
ていないか）について、一覧を作成した。語
彙については初級日本語教科書の語彙をリ
ストアップして必要な語彙をピックアップ
した。 
(2)項目の選定 
上で得られたデータから初級沖縄語教科



書で使用する文型と語彙とを選定した。初級
日本語教科書を参考とはするものの、沖縄語
に独自に見られる文法現象（たとえば、いわ
ゆる「シヨッタ」形）については新たに項目
を立てる必要がある一方、本研究で作成する
沖縄語教科書は日本語を母語とする学習者
を想定したものであるため、大筋ではおそら
く日本語と大きな差はないと考えられる文
法項目（たとえば沖縄語の格助詞「ぬ」［日
本語で格助詞「の」にあたるもの］の連体用
法）は扱いを軽くするなど、教科書を使用す
る対象者が日本語母語話者であることを勘
案して文法・語彙項目を設定する予定であっ
たが、日本語とあまり変わらないような文型
であっても使用に慣れるということとは別
であることがわかったため、日本語とあまり
変わらない意味・用法をもつ文型にも触れる
ようにした。 
(3)教科書の作成 
上記で策定された文型・語彙をどのように並
べるかについて検討し、大学の授業週数にあ
わせた教科書案を想定した。身につけやすい
ものから難しいものへと、効果的な学習が可
能になるように配慮して配置を考える。一つ
の課に難しい項目が集中しないように、また
ひとつの文法項目であっても分散させた方
がよい項目は、二つ以上の課に分割配置する
などの工夫をした。また、語彙についても学
習の効率を考え、文型との相関を睨みながら
課ごとの適切な配置を試みるようにした。 
(4)各年度の経緯 
2013 年度は初級日本語教科書を調査し、文
型と語彙の選定を行い、まず文法解説の執筆
を行った。沖縄語は日本語と祖語を同じにす
るが、細かいところでは異なるところも多々
あり、そのまま初級日本語教科書の項目をス
ライドさせるわけにもいかないからである。
その文法解説をもとに本文（例文と会話）を
執筆した。 
 2014 年度は、全体を見ながら本文と文法解
説を書きなおす作業を繰り返した。さらに練
習問題を作成しながら、上述の作業を繰り返
したのち、後期から学生（東京外国語大学学
部生）を集め、教科書の試用を行った。2014
年度後期は7課までしか行けなかったので期
間を一年延長した。 
2015 年は多くの学生を集められたため、教
科書の 27課のうち 21課までの試用を行うこ
とができた。これらの実践の中で、授業をす
べて直接法で沖縄語の教育を行うことは非
母語話者には困難であること（特にアクセン
トやイントネーションなどの音声の面や、母
語話者である教師が無意識に発話している
言葉（間投詞や終助辞など）が実は学習にか
なりの影響を与えていると考えられる）、文
型（積み上げ式の）シラバスが有効であるこ
と、コミュニカティブな視点を取り入れた教
授法も役に立つということがわかった。 
 
 

４．研究成果 
 上記の目的に沿った形で教科書を作成し
た（pp.303+ x x）。会話の音声が録音できな
かったことなどの課題は残されているが、第
二言語教育の方法論に基づいて作成された
初めての沖縄語教科書であり、これを出発点
として他の危機言語の教育にも資する点は
大きいと思われる。現在、勤務先の大学の授
業でもこの教科書を使用中であり、実践の中
でさらに改訂し、いずれは出版あるいは web
上での形で公開を予定している。 
なお研究内容の一部は4篇の論文と２つの
研究発表で発表した。 
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